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近赤外ハイパースペクトラル画像
のディープラーニング認識
-木材樹種判別への応用-
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研究概要

近赤外分光法

可視光線 近赤外線

・波長域: 400nm～800nm
・分子の電子遷移を観測
・色を決定する要因

・波長域: 800nm～2500nm
・分子の振動情報(C-H, N-H, O-H

結合による吸収)を観測

電子遷移 分子振動 分子の回転
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ローディングと元の反射率スペクトル画像からPC1スコアをR,

PC2スコアをG, PC3スコアをBとした擬似RGB画像を構築

主成分分析の適用

実験方法

スコア画像構築

450
pixels

250pixels

193bands

ハイパースペクトラル画像 擬似RGB画像(キハダ)
450×250×3(RGB)

統合

PC1… R

PC2… G

PC3… B
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ディープラーニングによる認識結果

結果・考察

判別精度(%)

a)種分類 86.36

b)科分類 82.58

c)目分類 81.44

種分類は学習回数23500回、科分類・目分類は24500回時点の判別精度を示す
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結論

結論

スペクトル前処理や新たなサンプルの追加によって
更なる精度の向上が期待される

近赤外ハイパースペクトラル画像
(二次元空間情報＋化学成分情報)

ディープラーニング認識

約86%の精度で木材試料を判別可能

謝辞

本研究は、国立研究開発法人森林総合研究所の

木材標本を試料として用いました。

試料のご提供に心より感謝申し上げます。


